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はじめてのパラリンピック 

 
徳島県立盲学校 慶應義塾大学   

正木 健人   高桑 早生   秋元 妙美 

 

ロンドンパラリンピックを終えて 
徳島県立盲学校  正木 健人 

視覚障害者柔道競技 男子100㎏超級 優勝 

僕が柔道を始めたのは中学に入ってからで、小

さい時から仲が良かった１学年上の先輩に誘われ

て始めました。始めたころは走りこみや受け身の

練習ばかりですごく辛かったです。半年くらい

たったとき初めて出た県大会で優勝してその辺か

ら柔道が好きになりました。中学時代はそんな感

じで楽しく部活をしていました。高校に入ってか

らも柔道は続けたのですが進学した高校が育英高

校で初めて本格的指導を受けて厳しさというのを

感じました。逃げ出したくなるくらい自分の中で

は厳しくて、楽しかったのが逆に嫌で嫌で仕方な

いくらい練習がきつかったです。しかしその厳し

い練習のおかげで高校３年の時はいい成績を残す

ことができて踏ん張ってきてよかったと思いまし

た。結果を残すためには厳しい練習は絶対にしな

ければいけないんだと思いました。そう思い大学

は名門の天理大学に進学しました。ここでは全国

レベルの選手ばかりが集まっていて初めて自分よ

り強い相手ばかりがいる環境で練習しました。そ

して自分の未熟さを思い知らされました。大学４

年間で残した成績は団体戦で全国２位のメンバー

に入ったものの、個人戦の成績はありませんでし

た。その時初めて思いました。この環境の中では

指導者に管理してもらうのではなく自分で自分の

ことを高めていかなければならない、強くなりた

い、試合に勝ちたい、この気持ちが自分には足り

なかったと思います。それが結果に出ていました。 

そして次に待っていたのが就職です。僕はこの

時初めて視覚障害があることに気づきました。希

望していた警察・刑務官は無理だと言われました。

そんなとき徳島県立盲学校の先生か

ら声をかけていただいてあん摩・

マッサージ・指圧師の国家資格を目

指すことになりました。その話の後に「パラリン

ピックを目指さないか」と言われ視覚障害者柔道

を始めることになりました。今まで周りの人より

も少し見にくいと思っていた自分の視覚がそこま

で悪いとは思わなかったので、競技を始めた時は

自分の中ですごく葛藤がありました。今まで健常

者の中で小さいことで苦労したこともあったが、

生活してきて、ここにきてこの世界に入ることに

自分の中で違和感がありました。もともと僕の中

で視覚障害者柔道は全盲の人だけができるものだ

と思っていたからです。「見えている自分がやって

いいのか」そんなことを考えながら初めて全日本

視覚障害者柔道の合宿に参加しました。参加した

選手と話してみたら自分と同じぐらいの目の悪い

人たちばかりで、もちろん全盲の選手もいました

が、でも自分の中ではすごく胸に迫るものがあり

ました。今までの環境では自分と同じぐらいの視

力の人がいなかったので自分の目がどのくらい悪

いのか深く考えたことがなかったので気づいてい

ませんでした。しかし参加した合宿で自分と同等

もしくはそれ以下の人たちと触れ合って初めて心

の底から理解しあえる人たちと出会えた、そんな

気がしました。 

そして視覚障害者柔道をしだしてから初めて試

合に出ることになりました。IBSA 世界選手権大会

は初めてだらけの大会でしたが、今までの柔道人

生で一番良い

内容で優勝す

ることができ

ました。この

結果パラリン

ピックの出場

権を得ること

ができパラリ

ンピック本番

でも絶対優勝 写真：エックスワン
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できると自信も付きました。そして今回のロンド

ンパラリンピックを終えて大会前に掲げた目標の

「全試合一本勝ち」を達成できず非常に悔しかっ

たのですが、最低限の結果は残せたので応援して

くれた人たちの期待には答えられたかなと思いま

す。でも自分の中では全然満足していません。応

援してくれた人たちや、日本に帰ってきてから祝

福してくれた人たちには失礼だと思いますが、僕

はこの結果で喜んでいいとは思えないのです。こ

の先出る大会を勝ち続けて最終目標である４連覇

を達成したときに初めて満足できるのではないか

と思います。今は２年後のアジアパラリンピック

に向けて稽古を積み重ねていこうと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

初めてのパラリンピックを終えて 
慶應義塾大学  高桑 早生 

陸上競技 100m、200m、走幅跳 

女子 T44 100m 7位  女子 T44 200m 7位 

走幅跳 15位 

私が陸上競技を始めたのは高校１年生の時です。

小学生の頃からテニスをやっていたのですが、中

学1年で左脚膝下を切断しテニスを続けていくこ

とに限界を感じていました。高校進学を機に新し

いことを初めて見ようと思い、また私の義足を

作ってくれている義肢装具士さんが陸上競技を

やっていたこともあり、陸上競技部への入部を決

心しました。健常の生徒と一緒に練習する環境は、

私を大きく成長させました。自分の身体を思い切

り動かし、当時はやればやるほど記録が伸びて

いったので、高校３年間で陸上競技にのめり込ん

でいきました。その頃からパラリンピック出場を

目指すようになり、大学進学の際にははっきりと

ロンドンパラリンピック出場を目標に掲げ、慶應

義塾體育會競走部の門を叩きました。大学進学後

の部活動は、高校以上に厳しいものです。勉強に

練習に、がむしゃらになってロンドンパラ選考

シーズンを過ごしました。 

ロンドンパラリンピックに出場させていただき、

結果は100ｍと200ｍで入賞することができました。

初めてのパラリンピックで、しかも先シーズンか

ら特に力を入れてきた短距離種目で入賞できたこ

とは自信になり、私自身の成長を表せたと思いま

す。今後も世界の舞台で戦うにあたっての大きな

ステップになりました。ここからさらに記録を伸

ばせるよう、結果に甘んじること無く頑張ってい

きたいです。走幅跳は肩の力を抜きすぎてしまい

ました。助走も踏切も決して悪くなかったのです

が、思い切って跳び上がることができませんでし

た。ロンドンに入っ

てからも100ｍ200ｍ

にばかり気を取られ、

走幅跳に関してはほ

ぼノープランで挑ん

でしまいました。し

かし、総じて試合を

楽しむことができた

と思います。次に向

けて素晴らしい経験

になりました。 

今後の目標として

は、引き続き100ｍ

200ｍに力を入れていきたいと思っています。レー

スの課題は後半にあるので、今以上に走り込みを

重ねることで改善していきたいです。また、フォー

ム改善により無駄の無い動きを目指したいと思い

ます。これまでも義足で走ることについて思考を

重ねながら練習してきましたが、今後はパラリン

ピックでのレースをもとに他の選手と比較しなが

ら無駄の無い理想的なフォームを作り上げていき

たいと思います。そして、４年後の

パラリンピックに向けてまた一から

やり直していきます。 

写真：エックスワン

写真：エックスワン

写真：エックスワン
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夢と希望をひろげるために 
秋元 妙美 

ボッチャ Team BC1/BC2 7位入賞 

もともとスポーツ（というより体を動かすこと）

が好きで、少しでもできると思ったものはなんで

もやってきた。しかも負けず嫌いとあって、「競争」

というものにあこがれがあった。しかし、脳性ま

ひのアテトーゼでまともに動かせる部位のない私

が競技として続けていけるスポーツには出合えな

かった。そんな私が大学３年の時、唯一パラリン

ピックを目指せる競技「ボッチャ」に出合い、の

めりこまないはずはなかった。国際大会に初めて

参加した際、国内では味わったことのない緊張感

と一選手としての自覚に立たされたことに感激し

た。またシドニーパラリンピックを観戦に行った

際、自分よりも重度の選手がアスリートとしての

魅力を放っていた姿に｢この舞台でプレーして私

もあんな選手のようにカッコ良く魅せたい｣と決

意した。 

現在、私は日常的なことは介助者のサポートを

受けながらの一人暮らしで、自立生活センターの

活動をしている。障害者自立生活運動（ＩＬ）に

携わる中で、現状の日本の制度下、あるいは社会

の中では、生活基盤さえままならない状況で、障

害が重度であるほど夢を描けないのを目の当たり

にしてきた。だから、もう１つの決意が加わった。

「全ての障害者が夢を持って生きる地域社会にし

ていくために、道を切り開いていきたい、そのた

めにＩＬもボッチャ競技も続けていく」と。 

そんな思いを根底に置き、様々なサポートを受

けながら地域で生活し、夢を持って生きるロール

モデルになると続けていたものの、年々体のコン

トロールが難しくなっていった。当初は手でボー

ルを放っていたが、筋緊張の強まりにより、握る

ことさえ容易ではなくなった。コーチに相談し、

上肢より緊張が少ない足でけるフォームに変える

ことにした。努力すれば投げられるのではないか

と葛藤したが、競技を続けていける方を選んだ。

生活スタイルもできる限り緊張が強まらないよう

に工夫した。とはいえ、好不調の繰り返しで、変

化する体にいら立ったこともたびたびあった。メ

ンタルトレーニングを取り入れ、実践練習を控え

るなど、必要なトレーニングを取捨選択し、昨年

のワールドカップで結果を出せるま

での形になった。この１年は体のケ

ア（リラックス・疲労を除く等）に

重点を置くように

し、なるべく体へ

の負担を軽減する

ために、生活スタ

イル・車いすでの

姿勢・フォームの

見直し、靴の改良

を監督・コーチ・

アシスタントの弟

とともにやってき

た。そして迎えた

パラリンピック。

私にとって今まで

の総決算と位置づ

け、チームで自分の役割を果たすこと、今までの

練習の成果をベストパフォーマンスとして発揮す

ることを念頭に置いた。 

日本選手権すら、自身にプレッシャーをかけ過

ぎていつも実力を出し切れずに終わることが多い

にもかかわらず、会場の雰囲気を楽しみながら、

今まで積み重ねてきた練習の成果を出し切れた。

また、チームとしても、どんな状況でも雰囲気が

沈まず、全員でゲームを作っていく気持ちが途切

れることはなかった。選手とともにスタッフとの

チームワークがよく、全員の信頼感が何よりも強

みだった。メダルには届かなかったが、しっかり

これまで積み上げてきたものを発揮し、７位入賞

に結びつけた。本当に多くの人にサポートしてい

ただいたおかげで、夢の舞台で思い描いていた以

上のベストパフォーマンスを出せた。感謝が尽き

ない。メディアにも多く取り上げていただき、僅

かながら道を開けたと思っている。 

今後はスポーツを楽しむことから競技まで、自

分の経験を生かしながら、様々な視点からサポー

トしていくとともに、どのような障害があっても

地域の中で夢や希望（目標）を持って生きていけ

る社会にする活動を進めていきたい。 

 

写真：エックスワン
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｢障害者による書道・写真全国コンテスト｣は、障害者の完全参加と平等をスローガンとした1981

年の国際障害者年を記念して、1984年に東京（新宿区戸山）に設置された全国障害者総合福祉セン

ター（戸山サンライズ）が主催するもので、障害のある方々の文化・芸術活動の促進と技術の向上、またそれらの

活動を通した積極的な自己実現と社会参加の促進を目的に1986年から行っております。 

毎回、たくさんのご応募をいただき誠にありがとうございます。 

今回も全国から、書道部門815点、写真部門245点（うち、携帯フォトの部20点）、合計1080点という前回を上回

る多数のご応募をいただきました。また、今回で６年目となる「携帯フォトの部」への応募も年々増え、過去最多

の応募数となりました。作品を出展していただいた皆様、ご協力くださいました関係各位にこの場を借りて厚く御

礼申し上げます。 

審査総評にもありますとおり、作品のレベルも向上し、甲乙付けがたく、審査は非常に難航いたしました。その

ような中から、審査員の先生方の目に留まる素晴らしい作品を制作されました入賞者の皆様のお力には心より敬意

を表します。ここに入賞された方々をご紹介し、入賞作品と審査員の寸評を掲載いたします。 

 
 

 

 

 

 

今年度の出品者数は昨年より増加し800点の大台

を超えました。それだけに入賞ラインの引き上げが

あり大変な激戦となりました。 

地域毎、あるいは各地のセンターを中心とした地

味な取り組みが実を結んでいる証明であると思い

ます。不自由な肢体を駆使しながらも、明るく前を

向いて努力されている姿が窺われる作品ばかりで

した。又パソコンを利用した大変モダンな作なども

ありました。しかし書は自筆の作が審査対象であり

ますので残念な結果となりました。が、今回の特徴

としては半紙という小さな紙面で表現する困難さ

を考慮し、連落１／２の作品など半紙以外の大きな

サイズの作品も審査対象として審査致しました。書

を楽しみたい、リハビリに活かしたいという思いが

十分に感じられる作品で、書的にも大変高度なもの

を見せておりました。 

出品者はそれぞれの障害を乗り越えようとする

強い意志を持ち、毛筆という自由にならない用具を

使用して、自己表現や鍛錬に挑戦し続けている姿が

よく表れておりました。自由にならない筆を使用す

るが為に表現できた喜びも表れておりました。今後

も継続して頑張って欲しいと思いました。毛筆は細

かな動きが精神的にも肉体的にも要求されます。入

賞作品はそれぞれ一境地を示して感動を呼ぶもの

ばかりです。 

 

渡部 會山 

（創玄書道会審査会員、毎日書道展審査会員） 

 

 

 

 

 

 

 

写真を並べられた会場に入って、まず「今年は、全

体、何と無く沈んで暗いな」と言う印象を持ちました。

3.11の大震災、原発事故、放射能の拡散、気候の変動

などが皆さんの写真にも反映しているのかなと、一瞬

思いました。しかしよく見ていく中でそれは杞憂に過

ぎないと解りました。 

今までどちらかと言うと「仲良しクラブ」風の、手

軽な写真があったので、明るかったけれど、「一見軽

かった」ようです。今年は厳しい現実を目の前にして、

写真を通して、自分を見つめ、社会を見つめる、落ち

着いていながら、鋭い写真が多かったようです。それ

で一瞬「今年は重たい」と感じたのだと思います。 

個々の作品の批評を書きながら、何度も写真を見直

して、それらの奥に込められた皆さんの深い気持ちが

胸の中にじっくり伝わってきました 

批評を書き終わって、今、私が一番反省しているこ

とは、「銀賞、銅賞に決めた中に金賞に十分値する秀

作があったこと。かと言って、差し替えるような金賞

もまた無くて、我慢して頂くほか無いな」ということ

です。それほど皆さんのレベルが上がったと申し上げ

ます。 

 

高岩 震 

（フリーカメラマン、日本映画撮影監督協会員） 

 

第27回 障害者による書道・写真全国コンテスト結果発表 

審 査 総 評 

（書道部門） （写真部門）

 審査員一覧（敬称略） 

渡部 會山（創玄書道会審査会員、毎日書道展審査会員） 

高岩  震（フリーカメラマン、日本映画撮影監督協会員） 

炭谷  茂（公益財団法人 日本障害者リハビリテーション協会会長） 

片石 修三（全国障害者総合福祉センター館長） 
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ソウェルクラブのサービスがさらに充実！！
これまでのサービスに加え、全国宿泊・レジャー・スポーツ・映画・カラオケ・
グルメなど約75,000か所の施設を割引価格で利用できます。

1  質の高い多彩なメニューが割安で利用できます。
2  利用施設が多いので全国各地で利用できます。
3   利用はホームページから手軽にできます。
➡ http://www.sowel.or.jp/

TEL 0120-292-711
ソウェルクラブの資料請求、加入のお申し込みは

社会福祉法人　福利厚生センター
〒101-0052　東京都千代田区神田小川町1-3-1 NBF小川町ビル10階

会員数
224,000人

新規会員
募集中！

ソウェルクラブ“クラブオフ”が始まりました。2012年10月
スタート！

選べる! 使える！ 大好評！

レジャー・日帰り湯
休日を豊かに楽しむ お得な映画割引チケット、全国約700か所の遊園地・

水族館、日帰り温泉施設、カラオケボックスなどが
最大75％OFF

グルメ・ライフサポート
暮らしを彩る グルメ（ホテルでのランチ・ディナー、レストラン、居

酒屋、宅配ピザなど）やショッピング、レンタカー、引
越、育児・介護サービスなど生活に役立つメニューが
最大50％OFF

Leisure

休日を豊かに楽しむ

Life
Support

暮らしを彩る
充実のライフサポート

Resort

憧れのリゾートで
ゆっくり過ごし、くつろぐ

スポーツで
心も体もリフレッシュ

Beauty
&Sports

リフレッシュ スポーツクラブ、ゴルフ場、テニスコート、フットサル
コート、ウォータースポーツ施設が会員優待。
マッサージ、アロマテラピー、岩盤浴、ヨガ、エステ・ス
パ、タラソ、ネイル、ヘアサロンなどが会員優待価格。

ビューティ＆スポーツ
ゆっくり過ごし、くつろぐ 国内外の宿泊施設（リゾートホテル、ビジネスホテ

ル、旅館など）約20,000軒が最大80％OFF、1泊
2,500円～

リゾート・宿泊




